「土を耕す者」として創られた「土の塵」 by 福島 旭 & Akira Fukushima
 この食事の恵みが世界中の人々にも与えられますように――毎日、午前11時
30分になると、各クラスの当番12人の中学部生たちが毎日ささげている祈りの
一節です。いつの日からか伝統的に、そして習慣としてこの祈りが定着してい
ます。 
　中学部は高等部と共に「感謝・祈り・練達」をモットーに歩んでいます。｢感
謝と祈り」は食事、そして収穫感謝の主題そのものです。毎食前にいのちの意
味を見つめ、自分のいのちが維持されるためにいただく食事に感謝できる畏敬
の心は中学部教育の根幹でもあります。一方、毎年10月の生徒献金は国連が制
定した10月16日の「世界食糧デー」を覚えてささげていますが、その日の一食
分を倹約して献金をささげる目標を立ててはいるものの、成長盛りの生徒たち
は恵まれた生活の中ではなかなか飢餓を体感できない現実に生きています。 
　私は幼少期、家に畑があり、家庭菜園を楽しんでいました。きゅうり、トマ
ト、ナス、ししとうなどは食べきれないほど収穫でき、肥と水をやるだけで小
さな苗から作物ができる不思議さを実感する経験は私の宝物になっています。
以前、幼稚園の園長をしていた頃、秋になると園児たちと芋掘りに出かけまし
た。土まみれになって自分の顔より長い芋を掘り当てた園児たちは、次から次
へと私に笑顔を見せてくれます。私は思わずシャッターを押していました。そ
んな園児たちと11月には土が付いた農作物を持ち寄り収穫感謝礼拝をささげて
いました。子どもの頃に土に触れることは間違いなく重要な学習であります。 
 最初の人間アダムに課せられた役割は「土を耕す」ことであったと聖書には
記されています（創世記２：５）。英語で「耕す」という語は「文化」という
意味と関連していますが、日本語の「耕す」はもともと「田をひっくり返す」
という意味があります。アスファルトやコンクリートで土を覆い、土に触れる
機会を減らし続ける現代社会のあり方は根底からひっくり返されないといけな
い段階になってしまってはいないでしょうか。特に食料自給率が40％の国に暮
らす者としてのこのままではいけないという危機感を感じます。 
 ところでアダムという名前には「土の塵」という意味があります。神が人間
に与えられた使命、それは土を耕すことを通して自分という存在の根源を問い
直し、文化的営みによって神の創造の業に参与していくことです。上ケ原で毎
日ささげられる12人の生徒たちの食前の祈りがただの習慣ではなく、土の温か
さ、すなわち自分たちに与えられたいのちの温もりをしっかりと受け止め、耕
し、時にひっくり返し、そして成長させていく決意であり続けてほしいと願っ
ています。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中学部宗教主事）
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